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研究成果の概要（和文）：2つのサブテーマを設定して研究を行った。（1）デジタルエコノミーによる企業の立
地と国際貿易の変容：デジタルエコノミーの進展が産業集積や海外生産ネットワークの変容に及ぼす影響を分析
した。各国の貿易データを用いて実体を解明し、企業立地や貿易構造の変化を空間経済学や国際貿易論の分析手
法を用いて考察した。（2）デジタル技術の発達に伴う国内的・国際的コンフリクト：国家間の所得分配に影響
を与える要素と国内所得格差に影響を与える要素を含み、かつ、現実のデータと整合的な結果をもたらす理論モ
デルを構築し、デジタル技術の発達が、グローバルな貿易構造の変化を通じて国際的・国内的所得格差に与える
影響を分析した。

研究成果の概要（英文）：Two sub-themes were set for the research. (1) Changes in firm location and 
international trade due to the digital economy: We analyzed the effects of the advancement of the 
digital economy on changes in industrial clusters and overseas production networks. We used trade 
data from each country to clarify the actual situation, and considered changes in firm location and 
trade structure using analytical methods from spatial economics and international trade theory. (2) 
Domestic and international conflicts due to the development of digital technology: We constructed 
theoretical models that include factors affecting income distribution between countries and factors 
affecting domestic income disparities, and generate results consistent with real-world data, and 
analyzed the impacts of the development of digital technology on international and domestic income 
disparities through changes in the global trade structure.

研究分野：国際経済学

キーワード： デジタルエコノミー　情報通信技術　ビッグデータ　国際分業　グローバリゼーション

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
デジタルエコノミーの急速な進展に伴うデータの国家間の偏在や国際分業・企業立地の変化、そしてそれらによ
って生じた国際的・国内的コンフリクトを解明した本研究の成果は、学術的に独創性が高く、今後のグローバリ
ゼーションのあり方を考察する上で重要なものである。
また、新興国・発展途上国は、デジタル技術の隆盛を踏まえ、開発戦略を大きく改編しつつある。本研究では、
ASEANおよびそれを取り巻く東アジア諸国との関係を踏まえたデジタル技術に関する政策的含意を導き、日本企
業の国際展開を考察する上でも貴重な研究成果になったと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）1980 年代から始まった情報通信技術（ICT: Information, Communication, and Technology）
革命の進展は、生産プロセスの細分化（いわゆる「フラグメンテーション」）とその国際的分散
（いわゆる「オフショアリング」）を可能にし、世界経済は急速にグローバル化した。すなわち，
ICT の世界的普及によって、グローバルバリューチェーン（GVC）の構築が進んだ。それに加
えて、データ解析技術の進展や人工知能（AI: Artificial Intelligence）やロボットの開発などに
より、データ蓄積を巡る国際競争、生産プロセスのデジタル化、生産・開発拠点のより一層のグ
ローバル化が進み、世界経済の環境は大きく変化していた。 
（2）GVC の進展によって中国などの新興国に製造業の生産拠点がシフトした結果、貿易構造は
変化し、新興国の所得水準は向上した。さらに、フィンテックと呼ばれるような技術革新を利用
した新しい金融サービスが新興国で大きく発達するなど、単なる生産拠点の移転以上の動きも
広がっていた。このような動きは、もちろん新興国国内の所得分配に影響を与えるだけではなく、
新興国に仕事を奪われた先進国の中間所得層の相対的低下を生み出すなど、先進国の所得分配
にも影響を与えていた。そしてこれらの変化は、国際的には貿易をめぐるコンフリクトを生み、
国内的にはポピュリズムの台頭などの政治的コンフリクトを生んだ。この国際的コンフリクト
と国内的コンフリクトは互いに関連し合い、増強してきているように見えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、デジタルエコノミーの進展がデータの国家間の偏在や国際分業・企業立地にどのよ
うに影響を与え、グローバリゼーションをどのように変化させるのかを国際経済学の視点から
明らかにするとともに、そのようなグローバリゼーションの変容が国際的・国内的コンフリクト
を発生させるメカニズムを国家間の所得分配と国内の所得分配に与える影響を同時に考慮する
ことによって明らかにする。それによって、新たなグローバル経済のルール・メーキングや経済
政策論のための学術的根拠を整備し、さらには国際的・国内的コンフリクトの発生を最小化する
経済システムの設計を探求する。 
 
３．研究の方法 
 具体的には、以下の 2つのサブテーマを設定して研究を行った。分析においては、理論モデル
の構築とデータによる検証をバランスよく行うことで、理論と実証分析の融合を図った。また、
ビッグ・データの移動、各国のデジタル化の進展や制度、海外生産ネットワークの現状把握など
のために現地調査も行った。ただ、コロナ禍の影響で当初計画していた現地調査の一部しか遂行
できなかった。 
（1）デジタルエコノミーによる企業の立地と国際貿易の変容 

デジタルエコノミーの進展によってどのように産業集積や海外生産ネットワークが変容する
のかを分析したが、このイシューを実証面から精査した研究がほとんど無いことに鑑み、まず各
国の貿易データを用いて実体を解明した。そして，企業立地を軸に空間経済理論や国際貿易理論
の分析手法を用いて考察した。 

また、デジタル化に対応した輸送・流通技術やインフラが貿易に与える影響について、産業経
済学の知見を援用して理論モデルを構築し、それに基づく実証分析を行った。 
（2）デジタル技術の発達に伴う国内的・国際的コンフリクト 
 自由なデータ移動を真に実現するためには、人々の不安を払拭し、また政府の不要な介入を防
ぐため、効率的なバックアップ政策を整備しなければならない。しかし、これらのバックアップ
政策については、米欧の間でも大きな対立があり、また中国などでは全く異なる政治哲学により
政策が設計されているため、それらの政策のストックテイキングを行った。 
 国家間の所得分配に影響を与える要素と国内所得格差に影響を与える要素を含み、かつ、現実
のデータと整合的な結果をもたらす理論モデルを構築し、デジタル技術の発達がグローバルな
貿易構造に与える影響を分析した。そしてそのグローバルな貿易構造の変化が国際的・国内的所
得格差に与える影響を分析した。 
 
４．研究成果 
（1）デジタルエコノミーによる企業の立地と国際貿易の変容 
① 東アジアにおいては他地域と異なり、新興国・途上国側の産業用ロボットの導入とデジタ

ル化サービス輸入が、ネットワーク貿易を増加させていることが分かった。IT の浸透が必
ずしも先進国へのリショアリングを帰結するものではないとの政策的含意を得た。 

② デジタルエコノミーの進展に伴う GVC 展開を解明するための国際貿易理論・空間経済理論
を構築した。特に、企業の異質性が存在する下での産業集積の形成や複数の製品が供給さ
れる下での製品分業・企業立地を解明する理論モデルを構築した。 

③ デジタル化の流れも受けて企業は海外直接投資を活発化させ、その結果として多国籍企業
の内部で行われる企業内貿易は世界貿易の中で大きな比率を占めるに至ったが、どのよう
な場合に、企業内貿易が選ばれるかについて企業ミクロデータで解明した実証研究は限ら



れていた。日本企業のミクロデータを用いて、契約の不完備性と投入産出関係が、特に発展
途上国においては企業内貿易に有意に影響することを見出した。 

④ デジタル化の進展は距離の概念を変容させた、つまり、オンラインの活用は移動コストを
大きく低下させて経済的な距離を縮めたと考えられる。しかし、すべての移動コストがゼ
ロになったわけではなく、一部の要素について、極端に移動コストが低下したことを意味
する。その結果として、需要が大きい都市への集積から、供給コストが小さい都市への集積
へと集積の構造が変化し、グローバリゼーションの構造が変化することを明らかにした。 

⑤ デジタルエコノミーの進展、具体的には電子商取引の浸透が、新型コロナの貿易に対する
影響を緩和しているかを実証的に分析した。電子商取引では対面での購買活動に比べて感
染リスクが小さいため、電子商取引が浸透している国ほど、消費及び輸入の減少は小さく
なると予想される。その予想通り、電子商取引が浸透している国ほど、新型コロナが輸入に
与える負の影響は有意に小さいことを確認した。 

⑥ デジタル経済において、商品のオンラインランキングがどのような影響をもたらすのかを
分析した。オンライン商品は需要の価格弾力性が高く、したがって販売の価格が低いこと、
また、ランキング効果がオンライン競争を激化させるにつれて生産性の最も高い企業の規
模と市場シェアが上がって「スーパースター企業」になり、消費者の厚生も向上させること
を明らかにした。 

⑦ 3D プリンターが財貿易に与える影響についての知見を得るために、それに似た事象として、
音楽配信サービスの浸透が、音楽 CD 貿易に与える影響を実証的に分析した。その結果、音
楽 CD 貿易が有意に減少したことが示された。この結果は、3D プリンターの文脈に適用する
ことで、3D プリンターの浸透が財貿易を減少させるであろうことを示唆している。その後、
水平的直接投資と輸出の間のトレードオフ関係を概念的フレームワークとしながら、3D プ
リンターと財貿易の関係を理論的に検討した。 

⑧ デジタル関連財の直接投資の誘致競争に注目し、消費に国境を越えたネットワーク効果が
働くもとでの、国家間の租税競争の帰結について理論分析を行なった。既存研究と異なり、
ネットワーク効果が強い場合には市場規模が大きく国内に競合企業がいる国が租税競争の
勝者になる蓋然性が高くなり、それにより国内企業や外国の消費者も利益を受ける可能性
があることが明らかになった。 

⑨ 単一のプラットフォーム（ＰＦ）にサービス提供者と消費者が同時に参入する二面市場に
おいて、ゲーム機のようにＰＦ財が物理的に貿易されるケースに注目し、それに対する輸
入税の影響について理論的に考察した。従来の研究では、外国の独占企業に対する最適な
輸入税は通常は正であったが、二面市場においては、ネットワーク外部性が十分に大きい
と輸入国の最適輸入税は負になることが明らかになった。ネットワーク外部性はデータの
越境移転規制等により弱まるため、このことは、デジタル保護主義が貿易自由化の阻害要
因となることを示唆している。 

⑩ 輸送部門を貿易モデルに明示的に導入して、貿易政策の効果を分析した。特に、自国が関税
や輸入割当といった政策によって自国の輸入量を減少させるとき、もし輸送企業が効率的
な輸送を行っているとすると、自国の輸入量減少が輸送容量を減少させて自国の輸出も制
限してしまうことを指摘し、さらに実証分析によってそのことを確認した。輸入量の減少
そのものは自国企業に利益をもたらすが、輸出量の減少は自国企業に損失をもたらし、場
合によっては、自国企業が自国の輸入制限政策から損失を被る可能性があることを指摘し
た。 

（2）デジタル技術の発達に伴う国内的・国際的コンフリクト 
① 東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA）との研究協力のもと、東南アジア諸国連合

（ASEAN）諸国およびそれを取り巻く東アジア諸国におけるデジタル・トランスフォーメー
ションの進行と企業活動・国際貿易の変容について、分析を進めた。新興国・発展途上国
は、デジタル技術が破壊的イノベーション（disruptive innovation）を容易にするとの特
性を積極的に利用し、分野によっては先進国よりもむしろ早いデジタル技術導入を促進し、
多くの経済社会課題の解決・緩和を進めていることが分かった。一方で、先進国が課題とし
ている制度的整備、たとえばデータ保護・プライバシー、サイバーセキュリティに関する手
当ては後追いとなっていることが明らかになった。 

② デジタルデータの越境移転につながる企業による海外でのデータ収集活動について、日本
企業を対象とした独自調査を実施し、その結果をとりまとめるとともに、政府統計ミクロ
データとリンクさせ、生産性等の企業の基本特性との関係について計量分析を行った。そ
の結果、海外直接投資が強く関係していることが見いだされた。 

③ デジタルのデータなどの無形資産は、仕向地国がその国際取引を補足することが難しいた
め、仕向地主義にもとづく課税を行うことは困難である。そこで、2国間でデジタルのデー
タなどの無形資産が取引される経済において仕向地主義の場合にはその適用に大きなコス
トが必要であると想定し、寡占市場において、サービスの受け手側の所在地国に課税権が
あるとする仕向地主義による課税と、提供する側の所在地国に課税権があるとする原産地
主義による課税が、資源配分や経済厚生に及ぼす効果の違いを分析した。特に、それぞれの
メリット・デメリットを比較考察した。 

④ 多国籍企業の節税対策としての移転価格操作がデジタルエコノミー下で容易になる可能性



があるため、移転価格操作規制の効果を理論的に分析した。アームズ・レングス（独立企業
間価格）原則といった移転価格操作規制は、多国籍企業のタックスヘイブンへの利潤移転
を抑制して税収を上げる効果を持つが、同時に生産者や消費者にも影響を与える可能性が
あることを示し、とくに消費者の利益を考慮するような規制を設計の必要性を指摘した。 

⑤ コロナ禍によって進展したデジタル経済に関して、データを収集して実証研究を行った。
コロナ禍で一部の職や仕事が急速にデジタル化したことを明らかにし、さらに、AI やロボ
ットが労働を代替し職を奪うというよりもむしろ補完していることを明らかにした。 

⑥ GVC が存在する環境でロボットや AI が世界の労働市場に与える影響を分析し、それらは中
国やドイツの自動車産業や日本の電気産業の雇用に大きな影響を与える反面、労働市場全
般への影響はそれほど大きくなっていないことを解明した。 

⑦ デジタルエコノミーの進展によるグローバル経済の深化がもたらした国際的な軋轢への対
処として、貿易救済措置とりわけアンチダンピング(AD)措置が頻繁に用いられているが、
貿易救済措置が発動されるためには、申請者の申請コストが申請による期待利得を上回る
ことが必要条件である。国の経済政策の変遷や法制度と運用手続の変更により、日本が必
要条件を満たし、AD 措置を行う国になった経緯を分析した。 

⑧ デジタル化が金融市場に与える影響を実証分析によって考察した。その結果、日本国内で
は、デジタル化や電子決済が国際的に進んでも地域間の金融市場の分断は大きく長期的な
地域経済の成長経路にも大きく影響することが分かった。 
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大久保敏弘

Kimura, Fukunari

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Jota Ishikawa

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Industrial cluster policy and transaction networks: Evidence from firm-level data in Japan

基調講演：自然災害の経済学

How Will Global Value Chains Evolve with Digital Technology? Opportunities for Disruptive Innovation and Leap-frogging
 ２．発表標題

Carbon Tax and Border Tax Adjustments with Technology and Location Choices

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2021年度第3回一橋大学政策フォーラム（招待講演）

T20 Inception Conference（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kimura, Fukunari

木村福成

Kimura, Fukunari

木村福成

APECスタディー・センター・ジャパン（ASCJ）と外務省・経産省APEC室との懇談会（招待講演）

APEC and ABAC: Public-Private Dialogue on Services（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Realizing Inclusing Recovery from the COVID-19 Pandemic

How Will Global Value Chains Evolve with Digital Technology? Opportunities for Disruptive Innovation and Leap-frogging

Servicing the World towards Economic Recovery: The Role of Services in Driving Global Trade towards Economic Recovery.

デジタル技術と開発戦略：ASEANとFactory Asia

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

T20 Inception Conference（招待講演）（国際学会）

Center for Strategic & International Studies (CSIS), Strategic Japan Initiative, Year Nine: Competition in New Domains.
Japan's Economic Statecraft: Economic Security and Global Governance（招待講演）（国際学会）

Kimura, Fukunari

Kimura, Fukunari

Toshihiro Okubo

大久保敏弘

韓国国際経済学会(KIEA)　全国大会（招待講演）（国際学会）

自然災害と適応ワークショップ（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Participated as one of the panelists in "Plenary Session 2: Optimizing Digital Transformation for Sustainable and Inclusive
Growth."

The Rule-based Approach to Cope with China: The Case of E-commerce" and joined discussion

Industrial cluster policy and transaction networks: Evidence from firm-level data in Japan

基調講演：自然災害の経済学

 １．発表者名



2021年

2021年

2022年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asia Pacific Trade Seminars（国際学会）

IEFS China（招待講演）（国際学会）

令和3年度匿名データ等利用推進ワークショップ(オンライン), 一橋大学経済研究所附属社会科学統計情報センター・神戸大学ミクロデー
タセンター

On-line Workshop on Degitalization, Big Data and the U.S.-China Trade War, Kobe University

Taiji Furusawa

冨浦英一

Tomiura, Eiichi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Taiji Furusawa

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Impacts of AI, Robots, and Globalization on Labor Markets: Analysis of a Quantitative General Equilibrium Trade Model

中国からの輸入が日本の労働移動に与えた影響について：就業構造基本調査ミクロデータを用いた実証分析

Cross-border data flows, regulations, and firm characteristics: Findings from a survey of Japanese firms
 ２．発表標題

The Impacts of AI, Robots, and Globalization on Labor Markets: Analysis of a Quantitative General Equilibrium GVC Model

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2021 North American Summer Meeting of the Econometric Society（国際学会）

The 2021 North American Summer Meeting of the Econometric Society（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

杉田洋一

杉田洋一

杉田洋一

杉田洋一

The Kobe Workshop on International Trade and FDI（招待講演）（国際学会）

KEOセミナー（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Nonparametric Identification of Production Function, Total Factor Productivity, and Markup from Revenue Data

Nonparametric Identification of Production Function, Total Factor Productivity, and Markup from Revenue Data

The Impacts of AI,Robots, and Globalization on Labor Markets: Analysis of a Quantitative General Equilibrium GVC Model

Nonparametric Identification of Production Function, Total Factor Productivity, and Markup from Revenue Data

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

the Third International Workshop 'Market Studies and Spatial Economics'（国際学会）

日本国際経済学会中部支部冬季大会（招待講演）

杉田洋一

冨浦英一

Kazunobu Hayakawa

柴山千里

日本国際経済学会

日本国際経済学会関東支部第７回報告会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Nonparametric Identification of Production Function, Total Factor Productivity, and Markup from Revenue Data

誰が貿易にReciprocityを求めるのか～ミクロデータによる実証分析～

Trade Creation Effect of Regional Trade Agreements in the Presence of Duty Drawbacks

日本のアンチダンピング 100年

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ASEAN Forum on Sub-regional Development "Converging Mekong Subregional Cooperation with ASEAN Goals"（招待講演）（国際学会）

KIEP 30th Anniversary Conference "Global Economy and the Asian Economy"（招待講演）（国際学会）

Ministry of Foreign Affairs, Thailand, the World Bank Group, and the ASEAN Secretariat, Seminar on "Connecting the
Connectiveness: Synergy through Enhanced Partnership"（招待講演）（国際学会）

ADB Virtual Workshop on Digital Services Trade（招待講演）（国際学会）

Fukunari Kimura

Fukunari Kimura

Fukunari Kimura

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Fukunari Kimura

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Keynote Speech: "Three Ways to Utilize Digital Technology in East Asian Economic Development."

Green and Digital Technology for ASEAN to Connect Connectivities

Trade in Digital Services in ASEAN
 ２．発表標題

Sub-regional Development Strategy in ASEAN after COVID-19: Inclusiveness and Sustainability in the Mekong Subregion

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Summer Workshop on Economic Theory（国際学会）

大阪大学経済学研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yoichi Sugita

Taiji Furusawa

Hiroshi Mukunoki

Yoichi Sugita

Winter International Trade Workshop（国際学会）

Symposium of Public Economics (SOPE) 2021（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Nonparametric Identification of Production Function TFP and Markup from Revenue Data

Trade Liberalization, Educational Choice, and Income Distribution

Wake Not A Sleeping Lion: Free Trade Agreements and Decision Rights in Multinationals

Nonparametric Identification of Production Function TFP and Markup from Revenue Data

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019 CCER (China Center for Economic Research, Peking University) Summer Institute（招待講演）（国際学会）

Asia Pacific Trade Seminars (APTS)（国際学会）

Ishikawa Jota

Ishikawa Jota

石川城太

Ishikawa Jota

京都大学経済研究所主催シンポジウム「文明と国際経済の地平～G20大阪サミットを受けて～」（招待講演）

International Workshop on "Frontiers in Research on Offshoring"（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Transfer Pricing and the Arm’s Length Principle　under Imperfect Competition

Tax Havens and Cross-border Licensing

自由貿易を巡って

Tax Havens and Cross-border Licensing

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IIPF Annual Congress（国際学会）

Workshop on Trade, Innovation & Global Value Chains（国際学会）

大山道広先生・池間誠先生追悼コンファレンス（招待講演）

Asia-Pacific Industrial Organization Conference（国際学会）

Ishikawa Jota

Ishikawa Jota

Jota Ishikawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Ishikawa Jota

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Tax Havens and Cross-border Licensing

Cross-border Technology Licensing and Trade Policy

Tax Havens and Cross-border Licensing
 ２．発表標題

Tax Havens and Cross-border Licensing

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Natioal Bureau of Economic Research (NBER), East Asian Seminar on Economics（国際学会）

CIMB ASEAN Research Institute (CARI), The ASEAN Roundtable Series, “ASEAN 2040: The Imperative of Collective Leadership,
ASEAN Integration and Centrality in Uncertain Times”（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kimura Fukunari

Ishikawa Jota

Kimura Fukunari

Obashi, Ayako and Kimura, Fukunari

Workshop on International Trade and FDI（招待講演）（国際学会）

T20-G20 Roundtable Discussion on “Digital Trade, WTO Reform, and Trade nad Investment for Sustainable and Inclusive
Growth”（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

How to Take Advantage of New Technologies for Economic Development in ASEAN?

Cross-border Technology Licensing and Trade Policy

Policy Brief 4: The Digital Economy for Economic Development: Free Flow of Data and Supporting Policies

New Developments in International Production Networks: Impact of Digital Technologies

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Auckland Trade and Economic Policy School “Disruptions and Disruptors” Conference（招待講演）（国際学会）

Asia-Pacific Think Tank Summit (APTTS) 2019: Managing Transitions, Trade and Turmoil: The Role of Think Tanks（招待講演）
（国際学会）

Kimura Fukunari

Kimura Fukunari

Kimura Fukunari

冨浦英一

Inspiring the World: An International Cooperation Framework of Indonesia and Japan towards 2045（国際学会）

日本国際経済学会関東支部新春シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Onshore or Offshore: Value Chains in the Digital Age

Keynote Address: Digital Technology for Development

How to Take Advantage of New Technologies?

誰が保護主義を支持しているのか～ミクロデータからの考察～

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

HKUST Conference on International Economics（国際学会）

2019 CCER Summer Institute（招待講演）（国際学会）

Asia Pacific Trade Seminars（国際学会）

Global Value Chain Training and Reserach Workshop（招待講演）（国際学会）

Furusawa Taiji

Furusawa Taiji

Furusawa Taiji

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Furusawa Taiji

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Transfer Pricing and Tax Competition

Transfer Pricing and Tax Competition

Global Sourcing and Reorganization of Domestic Supply Chain
 ２．発表標題

Transfer Pricing and Tax Competition

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Workshop on World Economy and Frontioers of International Economics（招待講演）（国際学会）

The 59th Congress of the European Regional Science Association（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Muknoki Hiroshi

Furusawa Taiji

Furusawa Taiji

Furusawa Taiji

大山道広先生・池間誠先生追悼コンファレンス（招待講演）

日本国際経済学会全国大会（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Production dynamics in multi-product firms

The Welfare Effect of Foreign Productivity and Quality Growth: A Quantitative Analysis

Growth of Knowledge-Intensive Sector and Secular Stagnation in the Global Economy

Global Sourcing and Reorganization of Domestic Supply Chain

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Workshop on Applied Economics（国際学会）

Summer Workshop on Economic Theory（国際学会）

Sugita Yoichi

Sugita Yoichi

Sugita Yoichi

Sugita Yoichi

日本国際経済学会全国大会

U Tokyo Workshop for Global Value Chains（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Wage Markdowns and FDI Liberalization

Global Value Chains and Aggregate Income Volatility

Global Value Chains and Aggregate Income Volatility

Global Value Chains and Aggregate Income Volatility

 １．発表者名



2019年

〔図書〕　計31件

2023年

2023年

2022年

248

212

172

慶應義塾大学出版会

中央公論

中央公論社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

山本 勲、石井 加代子、樋口 美雄、石野 卓也、伊藤 翼、大久保 敏弘、シルバ・シャンギ マテウス、隅
田 和人、直井 道生、中山 真緒、水村 陽一、山田 篤裕、行武 憲史、葉 青、吉田 拓矢

大久保敏弘

大久保敏弘

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

コロナ禍と家計のレジリエンス格差

人口減少・少子高齢化社会における政策課題

広義の経済安全保障を実現する進化型産業政策の必要性

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

Asia-Pacific Industrial Organization Conference（国際学会）
 ３．学会等名

Sugita Yoichi

 ４．発表年

Identification of Markups, Production Function and TFP from Revenue Production Data

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2024年

2022年

2021年

79

371

137

206

NIRA総研

Economic Research Institute for ASEAN and East Asia

NIRA総研

NIRA総研

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

大久保敏弘、井上敦、関島梢恵

Chen, Lurong and Kimura, Fukunari, eds.

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年 １．著者名
大久保敏弘

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

テレワーク、感染症対策から得た教訓とは コロナ禍で見えた効果、課題、近未来

Empowering Online Public Service in Asia: The Digital Frontier

「人口減少社会に挑む市町村長の実像と求められるリーダーシップ　全国市町村長アンケート調査結果を
中心に」NIRA研究報告書

「第４回テレワークに関する就業者実態調査報告書」NIRA研究報告書
 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名
辻琢也、大久保敏弘、中川雅之



2021年

2022年

2022年

2021年

37

31

186

19

NIRA総研

NIRA総研

 ２．出版社

 ２．出版社

政策研究大学院大学

政策研究大学院大学

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

大久保敏弘

大久保敏弘

清家篤、安宅和人、伊藤由希子、大久保敏弘、栗本博行、権丈善一、小嶋大造、島崎謙治、西脇修、丹羽
恵久、白石隆、星野佳路、堀真奈美、牧原出、安井健悟、武藤祥郎、大倉紀彰、島村知亨

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

「第５回テレワークに関する就業者実態調査(速報版)」NIRA研究報告書

「第６回テレワークに関する就業者実態調査(速報版)」NIRA研究報告書

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

人口減少・少子高齢化社会における政策課題に関する研究会 第2回中間報告書、政策研究院

人口減少・少子高齢化社会における政策課題に関する研究会 第１回中間報告書、政策研究院

清家篤、安宅和人、伊藤由希子、大久保敏弘、栗本博行、権丈善一、小嶋大造、島崎謙治、西脇修、丹羽
恵久、白石隆、星野佳路、堀真奈美、牧原出、安井健悟、武藤祥郎、大倉紀彰、島村知亨



2021年

2021年

2021年

2021年

572

250

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

Cambridge univ press

Routledge

Chen, Lurong and Kimura, Fukunari

Kimura, Fukunari; Pangestu, Mari; Thangavelu, Shandre M.; and Findlay, Christopher

小川英治、関根栄一、木村福成、高屋定美、大野早苗、松原聖、熊本方雄

Edward Elgar

東京大学出版会

 ４．発行年

 ４．発行年

496

296

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数
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